
　村内3つの保育所の卒園式は26日に行われ、67人の
園児が保育所を巣立ちました。
　久木野保育所では、郷久仁子所長から卒園証書を受け
取った園児たちが、保護者へ「いつもおいしいご飯を作っ
てくれてありがとう」などの感謝の言葉を述べ、卒園証
書を手渡しました。終わりに、「さよならぼくたちのほ
いくえん」などを合唱し、たくさんの思い出が詰まった
保育所に別れを告げました。
■各保育所の卒園児数
白水保育所27人、久木野保育所23人、ちょうよう保
育園17人

卒園証書を保護者へ渡す卒園児

旅立ちの季節
村内5小学校卒業式・村内3保育所卒園式

　村内5つの小学校の卒業式は23日に行われました。
92人の児童たちが学び舎に別れを告げ、両併小学校では、
5人が卒業しました。
　式では、在校生や保護者たちの温かい拍手の中入場。
後藤利恵子校長が「両併で培い身に付けた豊かさ、賢さ、
たくましさに自信を持って力強く前進してほしい」と卒
業生を激励。卒業生は、小学校での思い出や、先生、地
域の皆さんへ感謝の言葉を述べ、小学校との別れを惜し
んでいました。
■各小学校の卒業生数
中松小15人、白水小9人、両併小5人、久木野小29人、
南阿蘇西小34人

小学校へ別れの言葉を述べる卒業生

各自治体で条例化の動きが
地熱エネルギーセミナー

　長陽保健センターで「国内における地熱発電の状況と
今後の村での取り組み」をテーマにセミナーが開催され
ました。
　この日講演したのは、村が設置した阿蘇山西部地域地
熱資源活用協議会の会長で（独）産業技術総合研究所の
名誉リサーチャーである野田徹郎先生。
　野田先生は、本村をはじめとする各自治体で地熱発電
に関する条例化の動きや、地熱発電と温泉の関係性など
を説明。
　今後の取り組みを進めるうえで、温泉モニタリングの
必要性を強く訴えました。

講演する阿蘇山西部地域地熱資源活用協議会の野田徹郎会長
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家族で協力して農業を
家族経営協定書締結式

　家族経営協定書締結式が、久木野庁舎で長野村長のほ
か、村農政課職員の立会いのもと行われ、家族経営協定
とは、家族全員が意欲とやりがいを持って農業経営に参
画できるよう、経営目標や役割分担、就業条件などにつ
いて話し合い、その内容を協定書として書面化するもの
です。
　今回、長野浩之さん・美千代さん・壮登さん（長野）ご
家族が本村58組目となる協定を結びました。
　終わりに、長野浩之さんが「家族で相談・協議しなが
ら頑張っていきたい」と宣誓し、農業経営に対する意欲
を新たにしました。

協定書を手にする（左から）長野村長、長野壮登さん、美千代さん、浩之さん

力強い歌声が響く
神楽殿ライブ

　長野地区の有志13人で構成する「神楽の里をもりあげ
隊」（事務局 北里かおりさん　長野）が、南阿蘇神楽殿（長
野）で「神楽殿ライブ」を開催しました。
　歌手・ギタリストで、世界各地でライブ・スタジオ活
動を行い活躍する黄金井脩さんのライブでスタート。
ヨーロッパで鍛えられた独特な奏法でオリジナルからラ
テン、民謡など18曲の力強い歌声を披露し、県内外か
ら駆け付けた約40人の来場者などを魅了しました。
　その他、友情出演でフラメンコのダンスグループ「プ
エルタ・デル・ソル」のダンサーが黄金井さんの曲に合
わせたルンバの披露もあり、見る人の目を楽しませてい
ました。

黄金井さんの曲に合わせてルンバを披露する「プエルタ・デル・ソル」のダンサー

村教育委員会委員に就任
藤本誠司さん（下野）

　村教育委員会委員の辞令交付式が久木野庁舎で森田輝
昭教育委員長、藤岡孝輔教育長など関係者が出席して行
われ、3月26日付で藤本誠司さん（下野）が就任されま
した。
　藤本さんは、今回の就任で2期目となり、平成32年
までの任期。教育委員会の開催や、小中学校の入学式・
卒業式など式典出席などの活動をされます。
　辞令交付後藤本さんは、「微力ですが、これまでの職
歴を活かして尽力したい」と就任にあたっての抱負を述
べられました。

教育委員に就任され長野村長から辞令を受け取る藤本誠司さん（右）
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生活の利便性向上に期待
「村予約型乗合タクシー」実証運行出発式

　「村予約型乗合タクシー」が3月下旬から実証運行を開
始することに伴い、その出発式が、久木野庁舎で荒牧俊
一村議会議長をはじめ関係者が出席して行われました。
　同タクシーは、2台の車両（10人乗り）が村内の西地
区と東地区に分かれた運行区域を、自宅から村内89カ所、
高森町2カ所の希望する乗降場所までの移動を乗り合い
で運行する公共交通機関で、平日の1日8便を運行。
　長野村長が「乗合タクシーを多くの方に利用いただき、
円滑、安全に運行していただきたい」とあいさつし、終
わりに関係者の皆さんでテープカットを行いました。

村内を運行する乗合タクシーの車両

テープカットをする
関係者の皆さん
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15周年を迎えました
長陽憩いの家

　平成13年4月に開業した「長陽憩いの家」（指定管理者
木ノ内農園）が15周年を迎えたことを記念して「開業
15周年記念イベント」が開催されました。
　イベントは、憩いの家前の駐車場で旧長陽中学校の卒
業生による「阿蘇五岳太鼓」の演奏で開幕。たこやきや、
生イチゴソフトクリームの販売、無料入浴券やジャムの
詰め合わせなどの豪華景品が当たるくじ引きも行われ、
当初予定した先着150人を上回る200人の来場者が参
加し、会場は大賑わいを見せました。

オープニングを飾った「大阿蘇五岳太鼓」

桜の名所で桜まつり
一心行・観音桜・アスペクタ

　桜の時期を迎え、村一帯で桜祭りが開催さ
れました。
　「第19回南阿蘇桜さくら植木まつり」（南阿
蘇桜さくら植木まつり運営委員会）は、3月
26日から4月10日まで開催。長野岩戸神楽
の奉納などのイベントで開幕しました。3月
31日に開花宣言を行い、4月3日に満開を迎
え、連日多くの来場者で賑わっていました。
　牧野に咲く一本桜「観音桜」（第二部造林組
合）は、4月1日に満開を迎え、4月2日～3
日には、県内出身の歌手7組による「軽っト
ライブ」が行われました。
　カワヅザクラやソメイヨシノなど約1,000
本の桜が花を付けるアスペクタでは、3月
26日にまつりのオープニングイベントが開
催され、阿蘇久木野太鼓の力強い演奏で開幕。
会場では猪汁の振る舞いが行われ、観光客が
行列を作っていました。

よろしくお願いします！
3保育所入園式・村内5小学校入学式

　村内3つの保育所の入園式が6日に行われました。白
水保育所では、12人が新たに入園。式に出席した園児
たちは来賓や保護者の拍手で元気よく入場し、担任の先
生から一人ずつ名前を呼ばれると、大きな声で「はい！」
と返事をしていました。
●各保育所の新入園児
白水12人、久木野9人、ちょうよう21人

　村内5つの小学校の入学式は、11日に行われました。
南阿蘇西小学校（奴留湯 雅士校長）では、30人が入学。
式では、奴留湯校長から「元気なあいさつ、話をしっか
り聞く、車に気をつけることを守り楽しい学校にしてく
ださい」と新入生へ3つのお願いがありました。
●各小学校の新入生数
中松10人、白水14人、両併8人、久木野20人、南
阿蘇西30人

歓迎の言葉を述べる（左から）
後藤彰之介君、西脇詩さん

式の終わりに校歌を合唱する
新入生たち
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❶ライトアップされた一心行の大桜❷一心行の大桜をバックに行われた長野
岩戸神楽❸軽トラックに乗り歌声を披露する李呼さん❹牧野にひっそり咲く
観音桜❺アスペクタに咲くソメイヨシノ❻アスペクタの桜まつりのオープニ
ングで振る舞われた猪汁
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充実した中学校生活でした
旧久木野中学校

　本年3月末をもって閉校した旧久木野中学校から、作
田潤一校長、当時2年生の荒牧音々さん、西原あかりさん、
丸山倫果さんが久木野庁舎を訪れました。　
　久木野中学校で、充実した学校生活が送れたことの感
謝と、同年4月に開校した南阿蘇中学校でも頑張りたい
という抱負を表し、その思いを記した手作りの感謝状を
長野村長へ渡そうというもので、鉢植えの花なども贈ら
れました。

（左から）
荒牧音々さん、西原あかりさん、
長野村長、丸山倫果さん

西原あかりさんから
贈られた感謝状

木と親しみを
木製玩具贈呈

　白水保育所と、ちょうよう保育園に阿蘇森づくり協議
会から、サポートセンター第二悠愛（小国町）の皆さん
が製作した木製玩具（積み木）が贈られました。
　協議会では、次代を担う子どもたちに木と親しみ、木
の良さなどを理解してもらおうと、平成22年度から阿
蘇郡市内の保育所・幼稚園・子育て支援サークルなどに
玩具を配布しています。この日は、吉里農政課長から玩
具が手渡されました。
　園児たちは「ありがとうございます。大切に使います」
と元気よくお礼のあいさつをしました。

木製玩具を贈られ嬉しそうな表情の園児たち
白水保育所（左）ちょうよう保育園（右）

ものづくりに興味をもってほしい
久木野小学校で特別授業

　久木野小学校近くの農用水路を活用して福岡市の企業
が、1月から小水力発電の実証実験を行っていることを
きっかけに、施設を製作した福岡工業大学の阿比留久徳
教授が、同小の5年生約20人に特別授業を行いました。
　この施設は、羽根が水中で左右に揺れる力を利用して
発電。バッテリーに蓄電し隣接の水路橋に設置したLED
街灯3本を、夜照らしています。
　教授は、施設が電力の地産地消につながること、カエ
ルなどの生態系にやさしいことなどを説明。
　参加した児童は、施設が同大学生による手作りである
説明を聞き、興味を示していました。

施設を見入る久木野小の児童と説明する阿比留教授（右）

川の生き物を守ろう
ヤマメの稚魚を放流

　子どもたちに河川の魅力を知ってもらい、環境学習の
場にしてもらおうと、白川漁業協同組合が南阿蘇西小学
校（後藤廣校長）の3年生の協力のもと、ヤマメの稚魚を
白川河川敷へ放流しました。
　この日は、31人の子どもたちが参加。約12センチ～
20センチほどの稚魚約50キロ（約1,000匹）を数人ず
つ交代でバケツに入れてもらい、川に放流しました。
　怖がっていた子どもたちも、慣れた手つきになり、何
度も稚魚をバケツに入れに来ていました。
　終わりに、子どもたちから、「ヤマメはなぜヌルヌル
するのですか」、「ヤマメは何を食べますか」などの質問
が出ていました。

稚魚をゆっくり放流する子どもたち
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